
「鳥取市立学校の適正規模・適正配置基本方針」及び
「学校のあり方を考える会設立」について

説明資料

鳥取市教育委員会教育総務課校区審議室
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令和９年までは実数
が分かっています

⿃取市の児童⽣徒数の変化
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⿃取市⽴学校の適正規模・適正配置基本⽅針について
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（１）未来を担う子どもたちにとって平等で適切な
教育環境の実現を最優先とします。

（２）おおむね20年後の姿を想定し全ての校区で検討組
織の立ち上げを促します。

（３）今後の学校のあり方については地域での責任
ある議論を重視します。

本案の基本的な考え⽅
⿃取市⽴学校の適正規模・適正配置基本⽅針について(２)

・鳥取市全体としての枠組みを決めています。
・個々の学校配置については地域の意見を尊重して
決定していきます。
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4

⼩学校 中学校 義務教育学校
１校あたりの学級数 １２ １８学級 ９ １８学級 ９ ２７学級

ただし、1学年の⼈数が極端に減少する場合は、学校統合の適否について検討する。

⿃取市校区審議会では、法令や国の基準等を参考にして、公⽴学
校の適正規模について以下のような議論を進めました。

20年後には何校必要？

本市としての適正規模の基準 ４
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ブロック分けについて
⿃取市⽴学校の適正規模・適正配置基本⽅針について
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6
合計 3,508人

小学校
【R3】 【R22】

児童数 学級数 全児童数 全学級数 学校数

久松 282 11

1,800
～ 2,300

60 ～ 78 ５～７
（含義務教育学校）

醇風 282 12

遷喬 96 6

富桑 192 8

城北（川東） 467 18

明徳 133 6

浜坂 627 20

中ノ郷 205 9

福部未来学園（前期） 136 6

計 2,420 96

中学校
【R3】 【R22】

生徒数 学級数 全生徒数 全学級数 学校数

西 262 9

900
～ 1,100

30 ～ 36 ４
（含義務教育学校）

北（川東） 380 12

中ノ郷 377 12

福部未来学園（後期） 69 3

計 1,088 36

６北ブロックの現状と⾒通し
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・複式学級の設置が余儀なくされる
・班活動など学習形態の制約
・集団の中で⾃⼰主張したり⾃⼰抑制したりする経験を積みにくい

・きめ細やかな指導
・運動場、プール等施設の空間的ゆとり
・発表の機会、リーダーになる機会
・地域との⼼理的距離の近さ
・特⾊ある教育活動が⾏いやすい

①1学級の⼈数が少ないことにより

学校の努⼒や
地域の創意⼯夫
の範囲を超える
場合に備えての
話し合いが必
要。

強み

課題

③先⽣の配置が少ないことにより

②学級数や児童⽣徒数が少ないことにより

・クラス替えができない ・クラブ活動、部活動の選択肢が少ない
・⼈間関係の固定化 ・男⼥⽐の偏りが⽣じやすい
・進学時の急激な⼈数の変化 ・登校班の編成が困難

・経験年数や専⾨性の上でバランスの取れた職員配置がしにくい
・複数の教科や学校を掛け持ちする可能性が⽣まれる

⼀般的に⾔われている⼩規模校の強みと課題
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地域主体で「学校のあり⽅を考える会」を⽴ち上げます

これからの子育て世代のためにも、地域によっては早めに組織
を立ち上げ方向性を決定する必要があります。

○○⼩学校のあ
り⽅を考える会
を⽴ち上げます。

A⼩学校区

既存の組織を活⽤
して話し合いま
しょう。

Ｂ⼩学校区

中学校区合同で
組織を⽴ち上げ
ましょう。

組織づくりの
お手伝いをし
ます。

Ｃ中学校区

教育委員会
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推薦をもとに教育委員会が委嘱

A小学校区
代表

（３～４
名）

B小学校区
代表

（３～４
名）

C小学校区
代表

（３～４
名）

D小学校区
代表

（３～４
名）

E中学校区
代表

（１～２
名）

〇〇ブロック全域の学校のあり方を考える協議会
（各校代表が集まり組み合わせを検討）

A小学校・B小学校
統合準備委員会

C小学校区

学校のあり
方を考える

会

D小学校区

学校のあり
方を考える

会

E中学校区

学校のあり
方を考える

会統合を検討する場合のみ設置

PTA執行部で推薦

ブロック別協議会設置の例 ９
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〇校長、自治会長、公民館長等へ説明会の依頼について相談
（PTA執行部）

↓
〇教育委員会へ説明会の依頼（地区、校区、中学校区単位いずれも可）

（PTA執行部）
↓

 校区別の検討組織の立ち上げ検討
（PTA、学校、地区）

↓ ↓
 検討組織立ち上げ 〇検討組織を立ち上げず校区代表のみ選出

（PTA、学校、地区）
↓

 第1回ブロック別協議会開催
（教育委員会）
・具体的な統廃合計画ではなく現状把握から
・前倒して開催も可

今後の具体的な動き
適正配置に向けた具体的取り組みについて

令
和
３
・
４
年

令
和
４
年
以
降
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第２期　福部町のまちづくり構想実施計画素案（令和４年度～平成６年度）

No 柱 施策 細施策
記
号

実施主体 内容 具体的実施施策 担当課 実施次期 新規・継続

1
①道の駅等と併せた要望
活動の拡充

ア 地域振興課 IC設置要望
交通安全協会福部支部と連携して街頭啓発時に新IC設置要望に関するチラシ
等を配布し、取り組みの周知を図る。

地域振興課 毎年度 継続

2 ア 地域振興課
岩美広域農道の活
用

岩美広域農道を活用したイベントを検討する。 地域振興課 随時 継続

3 イ 浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会 多鯰ヶ池周辺整備 多鯰ヶ池周辺の除草活動やインフラ整備を行う。 地域振興課 毎年度 新規

4 ウ 浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会 多鯰ヶ池の活性化
イベント等の開催により、観光客に多鯰ヶ池の魅力を認知していただく機会を創
出する。

地域振興課 毎年度 新規

5
①インターチェンジと併せ
た要望活動の拡充

6
②周辺観光地への誘客・
案内効果の検証

7 ア
未来へつなぐらっきょう将
来ビジョン研究会

新たならっきょう商
品の開発

自動販売機用のらっきょうの商品開発を行う。 産業建設課 令和４年度 継続

8 イ
未来へつなぐらっきょう将
来ビジョン研究会

地元の小学生への
PR

鳥取市内の小学校にらっきょうのプランターを配布し、らっきょうのPR及び、食の
教育を実施する。

産業建設課 毎年度 新規

9 ウ
未来へつなぐらっきょう将
来ビジョン研究会

首都圏でのPR活動
及び市場調査

新たな食べ方や売り方などを検討するため、首都圏でのらっきょうの即売会や
バイヤーとの意見交換を行い、産地の発展に取り組む。

産業建設課 毎年度 新規

10
②福部町中心部と道の駅
等の一体化を想定した経
済効果の検証

11 ア 地域振興課
コミュニティセン
ターの跡地利用

コミュニティセンターの跡地利用策について検討を行う。 地域振興課 随時 継続

12 イ 地域振興課 商業施設等の誘致 福部町の中心部である支所周辺に商業施設等の誘致を模索する。 地域振興課 随時 継続

13 ウ
鳥取県義業協同組合福
部支所岩戸港海女組

海産物の販売促進
新たな場所で海産物や加工品の販売を行い、海女の活動の周知や販路拡大を
図る。

地域振興課 毎年度 新規

14 エ 福部未来学園PTA 資源回収
資源回収による資金獲得と学園への寄付・物品購入などの支援（部活動支援
含む）コンテナ設置を行ない、地域全体で回収できるように努める。

福部町分室

令和４年度
～６年度（年
２回）コンテ
ナ設置時に
は、通年活

動へ

新規

15 オ 福部となりのがっこう
福部未来学園の学
習環境支援

総合学習などの学習の機会において地域住民との接点や紹介を行う。 福部町分室 随時 新規

16 カ 福部となりのがっこう
子どもの多様な学
び環境の創出

旧福部中学校校舎を活用し、木工教室などを開催する。子供たちに多様な学び
の空間を創出する。（県森林環境保全税の事業を活用）

福部町分室

令和４年～
６年・木工教
室は毎週水
曜日・夏休
みの工作教

室

新規

17 キ 福部となりのがっこう
大人の多様な学び
の環境の創出

旧福部中学校校舎や町内遊休農地などを活用して、学園保護者をはじめとした
大人の学びの空間を創出する。（タブレット勉強会等）

福部町分室 随時 新規

18 ク 浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会 世代間交流 福部未来学園との世代間交流により、福部の歴史や文化の伝承を行う。 福部町分室 毎年度 新規

19 ケ 福部まちづくり協議会
生き生きとした地域
の創造

人材育成を促進し、地域を創造する力（地域力）を高めるため、学習の場を設け
る。また、少子高齢化等により継承が困難となってきつつある伝統文化事業に
ついて、地域の取組情報を共有化し、歴史的財産を継承・維持するための方策
を考案する。挨拶を交し合い、時間を厳守し、ルールやマナーのアップを図る
等、一人ひとりがこころ豊かに暮らせる、ふれあいを大切にする地域づくりを進
める。

地域振興課 毎年度 新規

「道の駅」等の設置は困難なため、当事業についても見合わせる。

柱２．に
ぎわいの
あるまち
づくり

（２）福部中心部の
中心機能の拡充

①店舗の誘致、新たな起
業の促進

（１）新たな道の駅
等と福部町中心部
の中心機能の連携

①砂丘らっきょうや梨等販
売店舗の充実

柱１．交
流のため
の基盤づ
くり

（１）山陰近畿自動
車道の新インター
チェンジの設置 ②観光振興及び交通渋滞

解消の効果検証

（２）新インターチェ
ンジ付近への道の
駅等の設置

「道の駅」配置計画実施要領（案）（平成8年11月建設省道路局国道課）では、「道の駅」の設置間隔は10km～20kmを目安とし、最大でも25km程度と定められている。
「道の駅きなんせ岩美」と新ICは6.5kmしか離れておらず、道の駅の設置は困難である。また本市が物販施設を設置することも財政的に困難なので、当事業の実施は見
合わせる。
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No柱施策細施策
記
号

実施主体内容具体的実施施策担当課実施次期新規・継続

20
①店舗の誘致、新たな起
業の促進

コ福部まちづくり協議会社会教育学習
少子高齢化が進み、住民相互及び世代間の交流の場が減少しつつある中、地
域における社会教育・生涯学習など必要な知識・技術を習得するための研修を
行う。

地域振興課毎年度新規

21ア浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会福部駅活用事業福部駅の環境、美観整備を実施する。地域振興課
令和４年～

５年度
新規

22イ浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会福部駅活用事業福部駅を拠点にした交流イベントを開催する。地域振興課
令和４年～

５年度
新規

23ウ福部となりのがっこう福部駅活用事業福部駅のトイレ清掃を契機に、福部駅を活用した活性化策を検討、実施する。地域振興課

令和４年～
６年清掃は
毎週日曜日
イベント（不

定期）

新規

24エ地域振興課
地域活性化団体の
模索

地域活性化に取り組む団体の模索を行う。地域振興課随時継続

25
①公共交通機関の確保と
アクセス向上

ア地域振興課免許返納者対策免許返納者の対策について検討する。地域振興課随時継続

26
②らっちゃんバスの利用促
進

ア
地域振興課、
福部町総合福祉センター

らっちゃんバスの
利用促進

らっちゃんバスの利用促進方法を検討する。地域振興課随時継続

27ア福部となりのがっこう有休空間活用事業
空き家・空き施設調査、福部町内の空き家情報の収集及び空き家のコーディ
ネートを行う。

地域振興課随時新規

28イ福部となりのがっこう
お試し定住体験施
設管理事業

お試し定住体験の施設管理及び受け入れ対応を行う。地域振興課随時新規

29②救急・医療環境の充実ア市民福祉課健康づくり市民の健康維持・増進を図るため、健康相談会を開催する。市民福祉課随時新規

30
①塩見川等河川改修事業
の推進

ア
鳥取県県土整備事務所
計画調査課

塩見川河川改修事
業

流下能力向上に向けた整備促進、整備手法の変更による工期短縮及び暫定断
面での整備を進める。

産業建設課
令和４年～

６年
継続

31②自主防災活動の充実ア福部町自主防災会連合会防災活動
自主防災会で防災学習や訓練(避難所設営、防災備品の使用方法の確認など)
を実施する。

地域振興課
毎年度秋
(10～11月)

頃
新規

32ア鳥取市消防団福部地区団防災活動
消防団と消防署が連携し、地域の防災力を高めるため、放水訓練や水難救助
訓練を実施し、地域住民の安全確保を図る。

地域振興課
各毎年度1
回程度

新規

33イ福部町総合福祉センター
ふれあいいきいき
サロンの推進、支
援

身近な地域の交流の場の立ち上げ、サロン活動の助成、サロンの立ち上げ支
援などを行う。

市民福祉課随時新規

34ウ福部町総合福祉センター
支え合いマップ作り
講習会

住民主体によるい地域づくりを支援する。市民福祉課随時新規

35エ福部まちづくり協議会
美しい生活環境の
創造、循環型社会
を創造

地域の人々が生き生きと生活するため、花づくり運動、地域内の清掃などを通し
て美しい環境づくりを進める。また、美しい環境を阻害しているごみ問題に起因
する不法投棄をさせない環境づくりを行う。

地域振興課毎年度新規

36
②通学路の防犯対策の充
実

ア福部まちづくり協議会
集落間の防犯灯設
置

設置済み防犯灯の管理運営、及び追加要望があった場合、増設を行う。地域振興課随時継続

（２）福部中心部の
中心機能の拡充

柱２．に
ぎわいの
あるまち
づくり

柱４．災
害等に強
いまちづ
くり

（１）塩見川等の治
水対策の強化

（２）防災・防犯対策
の充実

①防災施設の整備と防災
活動の強化

②福部駅による鉄道利用
促進

柱３．誰
もが住み
よいまち
づくり

（１）町内移動手段
の改善

（２）居住促進の取
り組み

①空き家対策、移住定住
施策の推進
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令和３年度「輝く中山間地域創出事業」

浜湯山・多鯰ケ池活性化委員会

令和３年１０月

テーマ：福部駅開業１１０周年に際して

福部駅とその周辺の美観整備・安心安全整備で

福部駅を拠点とした賑わいソフト事業で活性化！

○事業計画
令和３年度 計画策定
令和４、５年度 事業実施
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福部駅開業１１０周年に際して、こんな福部駅ならいいな！

段差修復路面の割れ修復（欠けている）

植木の交換（珊瑚樹⇒イロハモミジ）
と下地を芝生に

桜の整枝と枝抜き
（トイレ側の植木も）

福部独自のイラスト

令和４年度事業
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福部駅を拠点としたイベント計画（福部町内ウォーキング）

福部駅

江戸後期
暗渠

弁天宮
多鯰ケ池

砂丘
追後スリバチ

一つ山
海食洞

令和４年度：梨コースウォーキング （１２Km）

令和５年度：らっきょうの花コースウォーキング （１０Km）
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福部駅を拠点としたイベント計画（福部農産物活用料理教室）

令和５年度：梨や果物菓子料理教室（ヌックイベントホール） （５Km）

令和４年度：らっきょうの料理教室（福部コミュニティセンター） （１Km）

福部駅

福部
コミュニティセンター

ヌック
イベントホール
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資料４



   

 

    

  

 

 

   

           

 

                                 

 

    

 0857-39-0555 0857-27-3064 kf-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0857-75-2811   0857-74-3714 fb-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0858-76-3111 0858-85-0672 kw-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0858-87-2111 0858-87-2270 mc-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0858-88-0211 0858-89-1552 sj-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0857-82-0011 0857-82-1067 kt-chiiki@city.tottori.lg.jp 

 0857-84-2011 0857-84-2598 sk-chiiki1@city.tottori.lg.jp 

 0857-85-0011 0857-85-1049 ao-chiiki@city.tottori.lg.jp 
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